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1. 高分子微粒子の合成・評価

nano tech 2024 第23回国際ナノテクノロジー総合展・技術会議 (2024.1.31 - 2.2) @東京ビッグサイト

「微粒子の循環」による資源循環

Green Chemistry, 2023, 25, 3418, プレスリリース
特願2022-138463, PCT/JP2023/032035

水系（ソープフリー）乳化重合により、サイズの揃った微粒子を合成

2. 微粒子フィルムの作製・力学特性評価

• 原子間力顕微鏡（AFM）観察

• 動的光散乱法（DLS）評価

乾燥させるだけで自立した微粒子フィルムを形成可能

3. 微粒子フィルムの分解・再利用

良溶媒に浸すだけで微粒子単位まで分解可能

微粒子フィルムの力学特性（破断エネルギー）と
隣接微粒子間の相互貫入（特性界面厚み）の相関

高効率で分解可能。劣化しない分解プロセスを実現。

4. 微粒子フィルムのナノ構造評価：強靭化のメカニズム解明

5. 高分子微粒子の循環を活用した資源（例：顔料、無機フィラー）

• 高分子微粒子から成るフィルムを形成することで、微粒子フィルムの強靭性と優れた分解性の両立が可能であることを発見。

• 微粒子フィルムは、特別な化学反応を必要とせずに、溶媒に浸すだけで元の微粒子まで分解することができ、さらに繰り返し使用すること可能。微粒子を活用することで、品質劣化の
無い理想的なクローズドループリサイクルを簡便に実現。

シリカ粒子による微粒子
フィルムの強靭化、及び
資源循環を達成

高速原子間力顕微鏡観察（高い時空間分解のイメージング可能）

小角X線散乱法評価
（隣接微粒子間の相互貫入

（特性界面厚み））

・粒子形状を残し、微粒子フィルムを形成
・粒子表面の高分子鎖が深く絡まり合うことが強靭化の要因の一つ
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